
（別紙３）

～ 2025年　3月　20日

（対象者数） 41名 （回答者数）
26名

～ 2025年　3月　14日

（対象者数） 5名 （回答者数）
5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・家族や利用児から要望を聞き取る機会をより増やしなが

ら、ニーズに合わせたプログラムを提供できるように心がけ

る。

・保護者との情報交換をより充実させられるように、聞き取

りができる体制を整える。

2

・取り組みの様子を撮影し、修正部分や課題を見える化させ

ながらより細かい情報共有を進める。

・動作を習得するための方法について、指導員間で意見交換

を行い、よりレベルが高い指導技術の習得を目指す。

・保護者との情報交換だけでなく、学校やその他事業所間で

の情報共有の機会をより増やしていく。

3

・事業所間で交流する機会をより増やす。

・いろんな友だちと交流できる機会を増やす。

・スタッフ間の情報共有を強化し、専門性向上を目指す。

・研修内容をより充実させ、

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・長期休みや日曜日を利用し、他事業所と交流する機会を増

やす。

・スタッフと共に公共交通機関を使った移動の練習をする機

会を増やす。

・自施設で交流ができる機会を設ける。

2

研修内容をより充実させ、スタッフの指導技術の向上を目指

す。

3

長期休みや日曜日を利用し、保護者参加型のイベントを実施

する。

○事業所名 ワンスタット海老江

○保護者評価実施期間
2025年　2月　17日

○保護者評価有効回答数

2025年　2月　17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

保護者間の交流する機会を増やす。 時間単位で利用児が入れ替わるので、交流する時間の確

保が難しい。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所間での交流が少ない。 事業所の移動が難しい家庭が多い。

活動プログラムをより充実させる。 成長とともに、運動のレベルが向上してきている。

個別活動ができる部屋と集団活動ができる部屋を使い分けがで

きることで、それぞれのニーズに合ったプログラムが提供でき

る。

・家族や利用児の要望に合わせ、利用児との個別面談や運動の

サポートを実施している。

家族へのサポート体制の充実 ・事業所や学校、家庭での困りごとの相談があった場合は、

時間を別で設け、電話やメールなどで聞き取りを行うように取

り組んでいる。

・運動の課題になる部分を撮影し、見える化することで、一緒

に問題解決できるように取り組む。

様々なプログラム（運動）を提供 ・事業所と交流する機会を設け、様々なルールのもとで体を動

かす機会を設ける。

・同じ種目の運動でも、いろんなルールを取り入れながら、利

用児が楽しめる内容にできるように取り組んでいる。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


